
















Deployment of Open-school-type Elementary School Buildings in Okinawa Prefecture
Nobuyuki KIMURA
The author reviews the post-war history of school buildings focusing on open-school-type buildings in 
Okinawa. Interviews with the local architects then in charge are also summarized.
In Okinawa Prefecture, construction of school facilities increased rapidly after the return of 
administrative rights over Okinawa to Japan in 1972. Nakahara elementary school was built in 1977, and 
is an open-school-type building in Uruma city （then Gushikawa city）. Since its construction, thanks in 
part to support by the Ministry of Education （now MEXT） for multi-purpose spaces in schools in 1984, 
the style spread to almost all the newly-built or fully reconstructed elementary schools in the central and 
southern part of mainland Okinawa. 
The spread of the style in Okinawa is largely attributable to activities in Uruma city （then Gushikawa 
city） where Yasuhiko Nagakura planned various forms of open-school-type schools, and Naha city which 
also played a leading role in this style of school construction. The ideas of the local architect Eizo 
Sueyoshi, who understood the need to build in accordance with Okinawa’s climate, were accepted and 
standardized in other municipalities in Okinawa. Looking at schools in Naha we can see how this style has 
developed and improved over the years.
In Okinawa Prefecture, the open-school-type elementary schools are still being built today. Many 
school children who learned in open-school-type schools years ago are now teaching at elementary schools 
and they know how to use them. Open-school-type buildings include learning environments that 
accommodate various types of learning.  As we continue to use them more, and more effectively, in 
education these types of buildings will be a driving force for successful active learning. 


























































足するために，沖縄振興開発特別措置法（1971 年 12 月制定）
において，小中学校の国庫補助率を 9 割として強力に学校
施設整備を図った。その結果，1981 年までの 10 年間で総
計 150 万 m2（第二次世界大戦前の学校施設総面積の約 6 倍，平






ため遅々として進まず，1952 年までに 4 割程度を復旧す








1949 年の 4400 万 m2 から，1952 年には 6600 万 m2，1957
年には 8400 万 m2，そして沖縄県の施政権返還前年の
1971 年には 12200 万 m2 と急増し，1981 年には沖縄県も























































状などの現地調査を行った。現地調査は 2018 年 9 月 25～
28 日に，各教育委員会及び各小学校に赴いて行った。
残念ながら，この日本の教育の大転換は 10 年で頓挫し，






















































また，2018 年 8 月 8 日・9 日に那覇市教育委員会施設課











学校数 学級数 児童数 学校数 学級数 児童数
1 国頭村 7 32 256 22 浦添市 11 320 8,071
2 大宜味村 1 8 149 23 那覇市 36 809 19,644
3 東村 3 14 81 24 久米島町 6 39 468
4 今帰仁村 3 30 565 25 南大東村 1 8 96
5 本部町 6 47 790 26 北大東村 1 4 32
6 名護市 14 203 4,321 27 豊見城市 8 206 5,115
7 宜野座村 3 29 491 28 糸満市 11 191 4,417
8 金武町 3 42 802 29 南城市 9 131 3,094
9 伊江村 2 16 236 30 八重瀬町 4 87 2,277
10 伊平屋村 2 12 92 31 与那原町 2 60 1,465
11 伊是名村 1 6 78 32 南風原町 4 121 3,033
12 恩納村 5 39 642 33 渡嘉敷村 2 8 58
13 うるま市 18 358 8,470 34 座間味村 3 12 66
14 読谷村 5 113 2,955 35 粟国村 1 6 30
15 嘉手納町 2 35 905 36 渡名喜村 1 4 17
16 沖縄市 16 402 9,747 37 宮古島市 18 179 3,464
17 北谷町 4 83 2,119 38 多良間村 1 6 76
18 宜野湾市 9 260 6,513 39 石垣市 20 171 3,436
19 北中城村 2 43 1,109 40 竹富町 11 43 307
20 中城村 3 61 1,287 41 与那国町 3 14 119
21 西原町 4 96 2,299 合　計 266 4,348 99,192
（沖縄県教育委員会 HP https://www.pref.okinawa.jp/edu/edu/sagasu/index.html より作成）





35 年間に建てられた 126 校のうち多目的スペース補助
の開始された 1984 年以降に建てられた小学校は 117 校で
ある。このうち，多目的スペースを設置している学校は
94 校で沖縄県内の 8 割の学校に設けられていた。これを
沖縄本島と本島以外の小学校とに分けると，本島では新増
改築された小学校 98 校のうち 89 校と，9 割の学校で多目
的スペースを設けているのに対し，本島以外では新増改築
























大宜味村 0 1 0 0 0 0 0 1 2 1
東村 0 0 0 0 1 0 0 0 1 3
本部町 0 0 0 0 0 0 1 0 1 6
名護市 0 1 0 0 0 0 1 3 5 14
宜野座村 0 0 0 1 0 0 0 0 1 3




うるま市 3 2 1 1 1 0 3 3 14 18
読谷村 0 0 0 0 1 0 0 0 1 5
嘉手納町 0 1 1 0 0 0 0 0 2 2
沖縄市 0 0 3 1 2 1 1 2 10 16
北谷町 0 0 0 0 2 0 1 1 4 4
宜野湾市 0 0 1 2 1 0 2 0 6 9
北中城村 0 1 0 1 0 0 0 0 2 2
中城村 0 0 0 1 0 1 0 1 3 3
西原町 0 0 0 0 0 0 0 1 1 4




那覇市 5 4 3 2 2 3 1 3 23 36
北大東村 ＊ 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1
豊見城市 0 1 0 1 0 0 2 2 6 8
糸満市 0 1 1 1 0 0 2 1 6 11
南城市 1 0 0 0 1 1 2 0 5 9
八重瀬町 0 0 0 0 1 0 2 0 3 4
与那原町 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2
南風原町 0 0 1 0 0 1 0 0 2 4




宮古島市 ＊ 0 1 1 0 0 0 5 2 9 18
石垣市 ＊ 0 0 0 1 0 0 0 1 2 20
竹富町 ＊ 0 0 1 0 0 0 3 0 4 11






































の基本計画はいずれも 1979 年に行われ，1980 年に赤道小，






































市 町 村 名 学　校　名 完 成 年 度
学　　　級　　　数 校　舎
普通学級 特別支援 合　計 延 床 面 積
那覇市 大道小 昭和 58 年 27 2 29 5,987 
那覇市 仲井真小 昭和 58 年 29 1 30 6,065 
那覇市 小禄南小 平成 03 年 16 1 17 5,122 
那覇市 宇栄原小 平成 14 年 18 1 19 6,284 
那覇市 城東小 平成 18 年 19 0 19 4,846 
うるま市 兼原小 昭和 23 年 23 5 28 6,772 
うるま市 あげな小 昭和 28 年 15 4 19 5,469 
うるま市 赤道小 昭和 55 年 19 4 23 7,660 
うるま市 具志川小 昭和 56 年 12 2 14 3,313 
うるま市 川崎小 平成 12 年 12 1 13 4,527 
うるま市 中原小 平成 22 年 26 4 30 7,359 










ならない。また，オープンスペースは 12 m×23 m と 12 
m×40 m の大規模な 2 つの空間で，どちらも完全に吹き
抜けであるため非常に開放感のあるスペースになっている。
ル型校舎が 1984 年に増築され，1992 年に在来型校舎を改
造して学校全体がオープンスクール型校舎となった。あげ
な小は 1986 年に，天顔小は 1992 年にオープンスクール型





具志川小は，広いオープンスペースが 1 階に 2 つ，2 階
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直交するオープンスペースの左右に 1 学年 2 クラスを互い
違いの位置に置き，学年に 1 つずつ 1 教室大の外部テラス














































吹　 抜吹　 抜 資料室 放課後子ども教室






3-2 3-3 3-4 備品室
0 5 10 (m)
図 5　兼原小　1 階平面図（施設台帳より作図）

























































0 5 10  (m )
図 7　川崎小　1 階平面図（施設台帳より作図）





































































天願小は 1992 年建設の旧校舎と，2016 年に改築された
新校舎の 2 つの棟を使用している。旧校舎は階ごとに学年
単位で廊下拡張型のオープンスペースを設けている。オー




写真 3　川崎小　オープンスペース 写真 4　川崎小　教室前

















CR CR CR CR
図 9　天願小　旧校舎 1 階平面図（施設台帳より作図）














ガラス壁で囲んでオープンスペース側へ 2 m 近く飛び出








































































































































が設けられている。オープンスペースの幅は 5 m 弱でト

































































































































































覇市で最初に建てられた学校の 1 つである。主に 2 階から
4 階の各学年のクラスルーム前にオープンスペースを設け，
中庭を挟んでオープンスペースが向き合う形となった。ク






































0 5 10  (m)
CR CR CR CR
CR CR CR CR
図 14　小禄南小　２ 階平面図（施設台帳より作図）















プンスペースは所々出っ張りがあり，狭い部分で 5 m ほど，
広い部分で 8 m ほどとオープンスペース内で広さに差が
ある。また，2 階に新たに補助対象に加えられた新世代型
─ 45 ─



































写真 15　宇栄原小　オープンスペース 写真 16　宇栄原小　小部屋
5）城東小学校（図 16，写真 17）
城東小は 2006 年と，那覇市の今回比較する学校の中で
最も新しく造られた学校である。2 階から 4 階の各学年の


















































4 に示す浦添市の 8 校，沖縄市の 9 校，北谷町の 4 校，豊
見城市の 6 校，宜野湾市の 6 校について，各教育委員会か
ら施設台帳図面を入手した。
浦添市，沖縄市，北谷町，豊見城市，宜野湾市の 5 市町
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図 17　曙小 1 階平面図（出典： 学校建築の変革）
表 4　調査校概要（浦添市・沖縄市・北谷町・豊見城市・宜野湾市）
市町村名 学　校　名 完 成 年 度
学　　　級　　　数 校　舎
普通学級 特別支援 合　計 延床面積
浦添市 前田小 62 20 1 21 4,825
浦添市 神森小 06 19 1 20 2,481
浦添市 浦城小 09 28 2 30 6,820
浦添市 牧港小 14 20 1 21 6,000
浦添市 当山小 17 29 1 30 8,381
浦添市 内間小 22 21 21 6,237
浦添市 浦添小 26 23 23 6,220
浦添市 港川小 28 31 31 7,920
沖縄市 美原小 01 14 1 15 4,377
沖縄市 名里小 02 20 2 22 5,261
沖縄市 泡瀬小
04 22 1 23 4,962
09 27 1 28 0,640
沖縄市 室川小 12 12 1 13 4,681
沖縄市 北美小 15 24 1 25 6,649
沖縄市 比屋根小 19 24 24 7,457
沖縄市 美里小 25 34 34 7,279
沖縄市 中の町小 27 19 19 5,616
沖縄市 島袋小 28 08 08 3,309
北谷村 北谷小 11 18 1 19 5,805
北谷村 北玉小 14 15 1 16 5,558
北谷町 浜川小 23 21 21 6,423
北谷町 北谷第二小 28 21 21 6,469
豊見城村 伊良波小 62 18 1 19 5,091
豊見城村 とよみ小 07 19 1 20 5,253
豊見城市 豊崎小 23 29 29 6,615
豊見城市 座安小 25 17 17 5,806
豊見城市 ゆたか小 26 22 22 7,980
豊見城市 上田小 29 26 26 8,786
宜野湾市 宜野湾小 05 30 1 31 7,038
宜野湾市 普天間第二小 07 20 1 21 6,322
宜野湾市 長田小 10 14 1 15 5,972
宜野湾市 大謝名小 13 18 1 19 6,097
宜野湾市 嘉数小 21 32 32 7,720
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理科室CR CR CR CR CR CR CR CR









































































































































































































なお，2018 年 9 月に実施した現地調査は，木村研究室所属学生
（青栁かな，柏瀬未来，佐々木瑛子，高梨未規，永妻優花，西田
万里子，藤井花子，藤江真紀子，和田唯津未）の協力を得て行っ






























＊ 6 　多目的スペース　1984 年に義務教育学校施設費国庫負担法
コーブを挟むことを考える。















































施設研究センター　2019 年 3 月
 （きむら　のぶゆき　　本学名誉教授）
施行令の一部を改正し，多目的スペース（多目的教室）面積
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